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1997年8月4日(月)か ら8月6日(水 〉 まで の2泊3日 の 日程 で,.会計 学97サマ ー セ
ミナ ー イ ン京 都 が 平 安 会館 〔京 都 市 上 京 区)で 開 催 され た。 こ の サ マ ー セ ミナ ー は ,関
東,東 海,関 西,九 州 な どを 中心 と して 活 躍す る 会 計 学 研 究 者 が 年 に二 度 集 ま り,寝 食
を共 に しなが ら エ ン ドレ.スで激 論 を た た か わす こ とを 旨 と して,会 員 が 多 い 大 学 を 当番
校 と して過 去 十 数 年 続 い て きた。 今年 の サ マ ー セ ミナ ー は,京 都 大 学 を当 番 校 と して 開
催 され,100名を 超 え る 登録 会 員の う ち,多 い 日で50名近 くが参 加 して大 盛 況 で あ った 。
今 年 の サ マ ー セ ミナ ー ほ,以 下 の プ ロ グ ラ ムで 開催 さ れ た。
第1日(8月4日)〔15二 〇〇一21:30〕
⊂)使途 秘 匿 金 お よび 交 際 費 の 会計 的考 察
○ 環 境 情 報 開 示 の 意義 と限界




















Qア メリカにおける会計情報公開と写真情報公開 山地秀俊氏(神 戸大学)





するだろうという見解 とあまり変化 しないだろうとい う見解 とが激突 した。結論はでな
かったが,じ つに有意義でありかつ楽しい議論であった。
全国各地から延べ人数130数名が参加した会計学97サマーセ ミナーイン京都も,次年













具体的には,講 演の中では,①交通の要地として.エ ネルギー基地 として,そ して開
拓の余地の大 きい地域としての新彊の位置,②中国沿海部 との格差,そ の拡大,産業構
造の遅れといった現状,③ 現在の沿岸部重点政策,人材と資金の流出,制 度改革や技術
の遅れ.私 企業比率の低さといった問題点,④ ⊥ヒ較優位産業の育成による自力更生,要
素投入型から技術進歩型への成長方式の転換,郷鎮企業の育成,国家による優遇政策と
い..ノた必要な方向性が詳しく述べられたが,それらに関わ って議論された論点ば以下の
ような`謳の.でありた5
その:ひと..り蟻 開.発経済学で一般化されている輸出志向型開発の有効性の問題である。
とい弓裂)は,ここ新彊でも 「.西の対外開放区」をめざして輸出が奨励されているが,そ
の;1「心は必ずし.も労働.集約的なものばか りでなく.石油や化学工業といった非労働集約
的なものの比重も大きい、 したがって,途L国 に..般的とされている労働集約産業が輸
出産業に最適とい.層頃rlrjば新帝ジ〕ような資源の豊富なところでは当てはまらないのかど
っか こい.つた問題が提起されたD
また第1に.折 彊`C生産されるイ1.拓がどの手量度自治区内で精製されているか といっ力
質調.も出.された,■口答では,.そ.の'卜分が自治区内,残 りの半分が隣 りの甘粛省蘭州で精
製されているこ転 まr二精製比率の引上げ努力 も=続けられ.ていることが述べられ.た、
106〔260) 第161巻 第2.号
さらに第三に,少数民族の問題である。この点では,今 年にも独立派のテロのあった
ことが述べられたが,それは西側報道で言われているほどではなく,大多数の少数民族
は独立より経済発展を望んでいることが述べられた。少なくとも現在の新彊はウイグル
族など少数民族の自治区ではなく,漢民族を含んだ多数民族の自治区である。それら多
くの混在する諸民族が共存する道を模索しているという意味で,ひ とつの世界史的な実
験だと見るべきだと感じた。
宋崎教授は10.月3日よ;111月4日まで招聘外国人学者として京都大学に滞在された。
様々な重要問題について意見交換が可能であることを示唆する講演会であった。
(大西 広)
